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受 講 ⽣ 説 明 会
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スタッフ紹介

CoSTEPについての説明

質疑応答

修了⽣座談会

本
⽇
の
流
れ

・ CoSTEPのミッションと⼈材育成⽅針

・ カリキュラム概要

・ 開講コース | 本科、選科A・C 

・ 受講に際しての注意事項
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・募集要項 p d f

・2023 CoSTEP 講義⼀覧 p d f

・本⽇の説明会ppt p d f 、説明会が終わったらアップロード

各 実 習 / 演 習 の 活 動 記 録 は
C o S T E P の 公 式 W e b ペ ー ジ を 確 認 し て く だ さ い 。

説 明 会 の 映 像 は 後 ⽇ ⼀ 般 公 開 し ま す 。

資
料
確
認
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CoSTEP 概要

4

CoSTEP スタッフ紹介
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早岡 英介
客員教授/⽻⾐国際⼤学教授

映像メディア、VR、

リスクコミュニケーション

川本 思心
部門長 / 理学研究院 准教授

科学技術社会論、

デュアルユース、超学際研究

奥本 素子
准教授

教育工学、

インフォーマルラーニング、
活動評価

朴 炫貞
特任講師

現代アートと科学、映像
デザイン、地域連携と国
際交流

池田 貴子
特任講師
野⽣動物と社会、⼈獣共通感染症、
サイエンスビジュアリゼーション

福浦 友香

博士研究員
メディアデザイン、観光、ビ
ジュアル・コミュニケーション

古澤 正三
特任講師
外来種問題、教育、情報

大内田 美沙紀
特任助教
サイエンスイラストレーション、
インフォグラフィックス、⾒える化、
動物解剖学

6



CoSTEPのミッションと
人材育成方針
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● 科学技術コミュニケーター人材の輩出
● 多様な科学技術コミュニケーション実践
● 人材育成手法の研究開発

科学と社会の双方向的で、
よりよい関係の実現

C
o
S
T
E
P

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

8

● 双⽅向的なコミュニケーション

● 地域に根ざした科学技術コミュニケーション
• 中央と地⽅との双⽅向性
• 地域の⼈々と連携し，地域のリソースを活⽤

● 実践を通して学ぶ
• 学ぶ場を創りだす
• 科学技術コミュニケーションの有効性を知ってもらう

「役割」としての科学技術コミュニケーター

研究室や職場，地域コミュニティなどで，
科学技術コミュニケーション活動を主導的に⾏なう⼈

人
材
養
成
の
基
本
的
な
考
え
方
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みなさんに、
科学技術コミュニケーションを

学んでいただく機会を
一年間提供します。
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こ
ん
な
人
を
育
て
た
い

● 社会の中で主体的かつ継続的に

科学技術コミュニケーション活動を企画し、実施する。

● 自分の研究や仕事・生活の様々な局面で

「科学技術コミュニケーションのセンス」を発揮する。
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受
講
生
の
皆
さ
ん
に
期
待
す
る
こ
と

● 科学技術コミュニケーションには、「教科書的な答え」はない。
実践に参加するための特別な「資格」があるわけでもない。

● 受講生一人一人の持つ多様な経験、知識、モチベーションを
新しい方法で「結びつけること」「組み合わせること」が重要。
誰にでもその人固有の、大切な役割がある。

● 受講生の学びと実践とネットワークの構築によって、
私たちと一緒に、たえず新しい科学技術コミュニケーションを
「創造」していってほしい。

科学と社会の双⽅向で、よりよい関係の実現
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カリキュラム
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科学技術コミュニケーションの
基本的な考え方とスキルを学ぶ。

募集人員 30～50名

科学技術コミュニケーションを
社会で積極的に担うための
総合的な力を身につける。

募集人員 20～30名

本科
開
講
コ
ー
ス

選科

+ +演習講義 実習 + 集中
演習講義
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本
科 + +演習講義 実習

⽬的

科学技術コミュニケーションを
社会で積極的に担うための 総合的な⼒を⾝につける。

募集⼈員

20〜30名
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種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回 原則として土曜日 13:00-14:30
初回は 05/13 (土 )

本科実習

対話の場の創造実習

26回
原則として土曜日 10:00-12:00
初回は 05/20(土 )
*必要に応じて実習時間外の作業有り
*3実習の中から1つを選択

ソーシャルデザイン実習

グラフィックデザイン実習

本科演習

インタビュー演習

9科⽬
原則として
水曜日 18:30-20:00

*週末集中的に実施する場合もある

ライティング演習（必須）

ファシリテーション演習（必須）

ディベート演習

グラフィックデザイン演習（必須）

著作権演習

プレゼンテーション演習（必須）

データ表現演習

グラフィックアブストラクト演習

共通実習

映像制作共通実習（本科・選科受講可）*Adobe 連動ワークショップ

4科目 他の共通実習を開講する場合もある
美術館・科学館共通実習

ライティング共通実習

札幌国際芸術祭鑑賞共通実習

科
目
構
成

|

本
科
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モジュール名 開講⽇ 回数

モジュール1 科学技術コミュニケーション概論 05/14, 05/27, 06/10, 06/17、06/24 5

モジュール2 表現とコミュニケーションの⼿法 07/01, 07/08, 07/22, 07/29 4

モジュール3 活動のためのデザイン 09/02, 09/09, 09/16, 10/11, e-learning 5

モジュール4 科学技術の多⾯的課題 10/14, 10/21, 11/11, e-learning 4

モジュール5 多様な⽴場の理解 11/18, 11/25, 12/02, 12/09 4

モジュール6 社会における実践 12/06, 12/16, 12/20, 01/20, 02/03 5

合計 27

* 講義開催日は講師の都合により、変更の可能性があります。

各講義のシラバスはウェブサイト（近日公開）を参照してください。

講
義|

必
修
科
目

原則⼟曜⽇ 13:00-14:30
ただし、⽔曜⽇ 18:30~20:00の場合もある
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講
義|

必
修
科
目

多彩なゲスト講師陣

⽩⽯優⽣

農林⽔産省⼤⾂官房
広報評価課広報室

内⼭ 岳志

北海道新聞 記者

荒⽊健太郎

気象研究所 雲研究者・気象研究所主
任研究官・学術博⼠

福島慶介

福島⼯務店
代表取締役社⻑

満島てる⼦

七丁⽬のパウダールーム
店⻑

加部 ⼀彦

埼⽟医⼤総合医療センター
新⽣児科 教授

佐藤彰彦
北海道⼤学⼈獣共通感染症国際共同
研究所 客員教授／
塩野義製薬 主席研究員

イム・ソヨン

東亜⼤学 助教

池⽥貴⼦

CoSTEP 特任講師

森旭彦

mojimoji LLC、サイエンスライター

笠⽥ ⻯太

東北⼤学 教授

吉村 有司 / e

東京⼤学 先端科学技術研究センター
特任准教授

⼩川仁志

⼭⼝⼤学国際総合科学部
教授

三上直之

北海道⼤学⾼等教育推進機構
准教授

三浦政司

宇宙航空研究開発機構(JAXA) 
准教授

三澤遥

⽇本デザインセンター
三澤デザイン研究室 デザイナー

源 由理⼦ /e

明治⼤学公共政策⼤学院
ガバナンス研究科 教授

朴炫貞

CoSTEP 特任講師

古澤 正三

CoSTEP 特任講師

早岡英介

CoSTEP客員教授／
⽻⾐国際⼤学教授

⼤内⽥美沙紀

CoSTEP 特任助教

松王政弘

北海道⼤学OECセンター⻑／
理学研究院教授

川本思⼼

北海道⼤学 CoSTEP 部⾨⻑／
理学研究院/准教授

標葉隆⾺

⼤阪⼤学ELSIセンター准教授

種村 剛

北海道⼤学 ⼤学院教育推進機構リカ
レント教育推進部 特任教授

隈本邦彦

江⼾川⼤学メディアコミュニケー
ション学部 教授

須⽥桃⼦

科学ジャーナリスト
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各実習の紹介本科

対
話
の
場
の
創
造
実
習

グ
ラ
フ
,
-
ク
デ
ザ
イ
ン
実
習

ソ
4
シ
6
ル
デ
ザ
イ
ン
実
習
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対話の場の創造実習奥本 素子 + 古澤 正三

対
話
の
場
の
創
造
実
習

グ
ラ
フ
,
-
ク
デ
ザ
イ
ン
実
習

ソ
4
シ
6
ル
デ
ザ
イ
ン
実
習
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奥本 素⼦ 古澤 正三

21

創っている
のは

対話だけ
じゃない

リーダーシップ

チームワークビルディング

プロジェクトマネジメント

マインドセット
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サイエンス・カフェ札幌

新形式の対話の場

CoSTEP成果発表会

23

対話は
対話だけ
じゃない
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北⼤の中
だけじゃない
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池田 貴子 + 大内田 美沙紀

対
話
の
場
の
創
造
実
習

グ
ラ
フ
,
-
ク
デ
ザ
イ
ン
実
習

ソ
4
シ
6
ル
デ
ザ
イ
ン
実
習

グラフィックデザイン実習

26

池⽥貴⼦ ⼤内⽥美沙紀

27

サイエンスイベントの広告物をデザイン

北海道における動物問題解決のための
教材・WSをつくる！

こ ん な ⼈ に
向 い て ま す

・チラシ制作やイベントのブランディングをしてみたい

・インフォグラフィクスやリスコミ教材開発に興味がある

・地域と連携したコミュニケーションに興味がある

主な活動内容

28

お互いの世界観が重なる部分や、
重ねる⼿段を捜す⼿のひとつ。

「感情的理解」を助ける。

デザイナー

発信者 受け⼿

情報（発信者のメッセージ）を
効果的に伝えるための戦略

科学技術コミュニケーションにおける
デザインの役割と可能性
こ こ に 着 ⽬ し て す す め ま す 。
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チラシ
デザイン

30
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札幌市の都市公園と連携。
現場に⼊って、課題やニーズを理解したり、
解決法を⼀緒に考えます。

都市ギツネにまつわる諸問題の
リスクコミュニケーション
ex. エ キ ノ コ ッ ク ス 、 餌 付 け

教材やWS
をつくる
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「何を」「誰に」
伝えたいかによって、
ふさわしい表現法は異なる。

⼀ 般 向 け

獣 医 師 向 け

インフォ
グラフィクス

インフォ
グラフィクス
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カフェや野外WS 絵本 Instagram

34

対
話
の
場
の
創
造
実
習

グ
ラ
フ
,
-
ク
デ
ザ
イ
ン
実
習

ソ
4
シ
6
ル
デ
ザ
イ
ン
実
習

ソーシャルデザイン実習朴 炫貞 + 福浦 友香
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朴 炫貞 福浦 友⾹
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ソーシャル
デザイン

実習

社会で、科学を伝える実践を重ねる

科学を⾃分の視点で考えられるチャンスをつくる

「つくる」ことについて考える

37

科学 社会アート

38 39

科学 社会アート

札幌国際芸術祭アートプロジェクト

リサーチ コンテンツ制作 ワークショップ / ツアー

映像制作 ⾳声コンテンツ制作 デザイン アート作品鑑賞 データの可視化

40

札幌国際芸術祭アートプロジェクト

発⾒ 表現観察

41

デザインに
興味ある

新しい世界/
分野を

⾒てみたい

札幌で
発信できる
サイエンス
コミュニケー
ション

多様な
メディアの
コンテンツを
作ってみたい

さまざまな
⼈に

会ってみたい

現代アートに
触れながら
学びたい

社会問題に
ついて
⼀緒に
考えたい

42



新たな
サイエンス

コミュニケーションへ

43

演習本科

44

科
目
構
成

種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回 原則として土曜日 13:00-14:30
初回は 05/13 (土 )

本科実習

対話の場の創造実習

26回
原則として土曜日 10:00-12:00
*初回は 05/20(土 )
*必要に応じて実習時間外の作業有り
*3実習の中から1つを選択

ソーシャルデザイン実習

グラフィックデザイン実習

本科演習

インタビュー演習

9科⽬
原則として
水曜日 18:30-20:00

*週末集中的に実施する場合もある

ライティング演習（必須）

ファシリテーション演習（必須）

ディベート演習

グラフィックデザイン演習（必須）

著作権演習

プレゼンテーション演習（必須）

データ表現演習

グラフィックアブストラクト演習

共通実習

映像制作共通実習（本科・選科受講可）*Adobe 連動ワークショップ

4科目 他の共通実習を開講する場合もある
美術館・科学館共通実習

ライティング共通実習

札幌国際芸術祭鑑賞共通実習

45

本
科
演
習|

選
択
必
修

の
例

46

共
通
演
習|

本
科
・
選
科
共
通

の
例

映像制作
選択実習
苫⼩牧研究林で

1泊2⽇の
映像制作ブートキャンプ

美術館・
科学館実習
東京の美術館/科学館で

対話型鑑賞法で展⽰を鑑賞
し、

コミュニケーターと交流す
る

札幌国際芸術祭
鑑賞実習

札幌国際芸術祭 2024を
みんなで鑑賞/解釈する

ライティング
選択実習
テーマに合わせた

ライティング

47

選
科+ 集中

演習講義

⽬的

科学技術コミュニケーションの
基本的な考え⽅とスキルを学ぶ。

募集⼈員

30〜50名

48



種別 概要 授業数 履修形態

講義 カリキュラム体系に沿った6つのモジュール 27回 原則として土曜日13:00～14:30

集中演習

選科演習A

サイエンスイベント企画運営
3日間

夏期集中

07/16 (土)～ 07/18 (月・祝) (対面)

選科演習C

インフォグラフィック
3日間

秋期集中

10/08 (土) ～10/10(月) (対面)

演習

・
共通実習

ファシリテーション演習

*週末での集中的に実施する場合もある

映像制作共通実習 *Adobe 連動ワークショップ

美術館・科学館共通実習

ライティング選択実習

札幌国際芸術祭鑑賞選択実習

科
⽬
構
成| 

選
科
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モジュール名 開講⽇ 回数

モジュール1 科学技術コミュニケーション概論 05/14, 05/27, 06/10, 06/17、06/24 5

モジュール2 表現とコミュニケーションの⼿法 07/01, 07/08, 07/22, 07/29 4

モジュール3 活動のためのデザイン 09/02, 09/09, 09/16, 10/11, e-learning 5

モジュール4 科学技術の多⾯的課題 10/14, 10/21, 11/11, e-learning 4

モジュール5 多様な⽴場の理解 11/18, 11/25, 12/02, 12/09 4

モジュール6 社会における実践 12/06, 12/16, 12/20, 01/20, 02/03 5

合計 27

講
義|

必
修
科
目

* 講義開催日は講師の都合により、変更の可能性があります。

各講義のシラバスはウェブサイト（近日公開）を参照してください。

原則⼟曜⽇ 13:00-14:30
ただし、⽔曜⽇ 18:30~20:00の場合もある
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担当 | 奥本 素子・朴 炫貞・古澤 正三・福浦 友香

選択必修科目

選科演習

A 
サイエンスイベント 企画運営

51

概要

l 7/15(土)、7/16（日）、7/17（月・祝日）の3日間
対面で実施する短期集中型の演習。

lミニレクチャーなどの講義、5～6名のメンバーと
3日間のグループワークを通して、オンラインサイエンス
イベントの企画、準備、実施、評価を行います。

A
選科

52

● サイエンス・カフェや各種のワークショップなど、
参加・体験型イベントの企画者・進行役に求められる
企画、プログラムデザイン、ファシリテーションなどのスキルを、
3日間かけて集中的に身につけます。

● 多様なバックグラウンドを持つメンバーが
発想と実践のための素材を持ち寄り、コラボレーションを通して
互いの問題意識の違いや共通性を見い出しながら
活動をデザインし、サイエンスイベントの多様性、
サイエンスイベントを通したコミュニケーションの可能性を
体験を通し理解していきます。

学習目標
A
選科

53

具体的な内容

項目 内容

事前交流 ウェブ上での自己紹介と意見交換

アイスブレイク 3日間の協同学習に取り組む姿勢をつくる

ミニレクチャー 企画の立て方、プログラムデザインなど

グループワーク チームビルディング、アイデア出し、構想、編集、シナリオ制作、役割分担

プロトタイピング 実演のための準備、リハーサル

サイエンスイベント 他の受講生や申し込んできた一般の参加者と一緒にイベントをオンラインで実施

リフレクション 学んだ成果を振り返り、評価し、持ち帰る

A
選科
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熱き3日間の死闘！

55

チラシ作成やアンケート作成といった
オンラインサイエンスイベントに必要な活動がトータルで学べます。

A
選科
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3日目はいよいよ本番。
オンラインならではの工夫がちりばめられたイベント

57

A
選科
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選科A 年間のスケジュール

● 講義 2023年 05月～2024年 02月
l e-leaningで受講
l 科学技術コミュニケーションとはなにかを理解
l 選択演習・実習を受講

● 集中演習 2023年 07月15日 (土)～17日(月)

● 成果発表会 2024年 03月 09日(土)
l ポスターおよびステージでの発表

A
選科
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選択必修科目

選科演習

C
インフォグラフィック

担当 | 大内田 美沙紀・池田 貴子・朴 炫貞・

奥本 素子・古澤 正三・福浦 友香

60



1. 自分が現在取り組んでいる科学技術コミュニケーションについての活動を
端的に要約し、視覚的に表現するためのグラフィックデザインのスキルを
身につけます。

2. 「短い時間で人を惹きつける」を目標に、分野外の人へのアウトリーチを
意識したコンテンツ制作を目指します。

演習の目標／習得できるスキル

演習を通して、⾃分の活動内容や意義について⼀般に伝えるための
表現能⼒を⾝につけます

選科

C
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概要

アウトプット：演習期間内での
インフォグラフィックの完成、および発表

視覚的表現を用いた科学技術コミュニケーションのための、
グラフィックコンテンツ制作を学ぶ集中演習
1. グラフィックやデザインを専門とするCoSTEP教員によるレクチャー
2. 情報の取捨選択や客観的なレビューを行うグループワーク
3. インフォグラフィックを用いて、自分の活動内容や意義について表現する最終
ワーク

初⼼者でも使えるオンライングラフィックデザインツール
Canvaを使⽤予定

選科

C
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講師紹介

グラフィックに強い教員３人による全体指導

班ごとに分かれ、班担当教員によるきめ細かいサポート

大内田 美沙紀 池田 貴子 朴 炫貞

奥本 素子 古澤 正三 福浦 友香

選科

C
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学習環境

l10月7～9日の3日間、北海道大学で対面での集中演習を実施

lグループやペアでの相談やアドバイスによって客観的な改善を行う
3グループに分かれてCoSTEP教員１人あたり受講生7名予定、流動的に進める

l科学技術コミュニケーションの問題意識を共有し、相互理解を図る

選科

C
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● 講義 2023年 5月～2024年 2月
• 科学技術コミュニケーションとはなにかを理解
• インフォグラフィックの中にはテキストも入ります。
モジュール課題はライティングの練習として取り組みましょう！

● 集中演習 2023年 10月 7日(土) ～ 9日(月・祝)
• 集中演習前に事前課題提出
• レクチャーとワーク
• インフォグラフィックの作成

● 成果発表会 2024年 3月 9日(土)

選科C 年間のスケジュール 選科

C

65

講義 e-learning
サポート体制

66



受
講
⽣
専
⽤
サ
イ
ト
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● 掲示板機能
• 各種お知らせを受講生サイトよりご案内します。

● スケジュール確認
• 年間スケジュールを確認できます。

● e-learning
• 講義の視聴と資料のダウンロードができます。
※ 著作権の関係で公開できない資料もあります。

• 過年度の講義やイベント動画の一部を視聴できます。

● 交流
• 掲示板やその他機能を使って、他の受講生と交流できます。

受
講
⽣
専
⽤
サ
イ
ト
の
機
能
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e-learning

で
の
受
講

● いつ見られるか
• 原則として講義日以降～2023年度末。

● どのようにして見るか
• 受講生専用サイトよりアクセス。
• スマホ端末やタブレット端末からも視聴可。

● 配布資料
• 「講義e-learning一覧」のページからダウンロード可。
• ただし、著作権の関係で全てがアップできるわけではありません。

● 過去の講義アーカイブ
• 過年度の講義やイベント動画の一部を視聴できます。

69

f

交
流

Facebookグループなど、交流の場を設けます。

70

受講に際しての
注意事項

71

受
講
料

| 

1
年
間

一般 48,000円
北大生 20,000円

一般 23,000円
北大生 10,000円

選科本科

+ 集中
演習講義+ +演習講義 実習
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開
講
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

05月13日/土

05月14日/日

● 開講特別講演

合わせ鏡の間に⽴って
科学ジャーナリストの視点から

講師 須⽥ 桃⼦さん
科学ジャーナリスト／NewsPicks副編集⻑

●ガイダンス
●ウェルカムパーティー

● モジュール1-1 講義 科学技術コミュニケーションとは何か？
川本 思⼼ CoSTEP 部⾨⻑ / 理学研究院 准教授

● オープニングワークショップ

*全国から仲間が集う初めての機会ですので、必修ではありませんが参加を推奨します。
ライブ配信はありません。受講生のみ後日e-learningで配信します。

対面進行

対面進行

13:00-19:00

10:00-16:00
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> 本科書類選考結果の発表 04⽉ 19⽇(⽔) 18:00

> 本科/選科合格発表 04⽉ 26⽇(⽔) 18:00

●公式ウェブサイトにアクセス
https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/
または「CoSTEP」で検索

●ウェブ上で所定のフォームに必要事項を⼊⼒して送信

応募期間 04⽉ 01⽇(⼟) ~ 04⽉ 17⽇(⽉) 正午

応
募
の
手
順
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⼀緒にCoSTEPで
学んでみませんか。
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